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地 域 住 民 の 学 普 活 動 と 学 習 ニ ー ズ に 関 す る 調 査 研 究

O 渡辺 博史 ｛流通経済大学 ｝

b天野栄
一

（流通経済大学 ）

O 金 子 養正 ｛流通 経済大学）

　松田　哲，（水戸 短 期大 学 ｝

1　問題の 所在

　 新 しい 地域づ く り と住 民 の 学 習 活 動の 進 め 方 に つ い て

は 、近 年 と く に隼涯学習活動の 推進と と もに 、多方面の

角度か ら社会教育活動の 見直 しがお こ なわ れ て い る．

　 と くに 人生80年 時代を迎 えた 高齢化社会 に お け る人び

との 生きが い 学習は 、明る い 家庭づ くりと人間関係をは

じめ と し、豊 かな 学 校づ く り、職場づ く りt 団 体 ・サー

クル 活動や指導 者養成など につ い て 青少年か ら婦人、成

人男子、高齢者層にい たるまで 多様な成長過程を体系的

に編嘩し、有効な生きがい 学習計画と して構築されて い

か なけれ ば な らな い ．

　本報告は、北園東 に 位置す る地方都市近郊農村地域

（群馬 県佐 波 郡 境 町 ）の 住 民 に 対 す る実 態 調 査をもとに、

住民 は これまで どの ような学習活動を実施して きたか、

その 活動内容や方法はどうい う もの で あっ た の か、その

中か ら どん な 成果 を得 た か 、また学 習 活 動 を阻 んで い る

ものは 何で あ っ たか、そして 住民はどの ような学習活動

を期待 して い るの か に つ い て 現 状の 実態 と今後の 改善方
　 ．，

向 を明 らか に して い こ うと して い る。

　調査は1988年12月に
， 性、年齢階層、職 業別 構 成 な ど

の 属性の 配分に考慮し、全地域から無作為抽出法で 、ま

た 公民 館 利用者 につ い て は有蓴選出法で 抽出した 1，263

人を対象に 配票法で 実施した．

1　地域住 民 の学 習活動 の実 態 と動向　　　　 ．・，

〔1｝現 在 まで の 学 習 活 動の 経過

　地域住民 の 学習活動の 実態を把握す るた め に 、と くに

過牽1 年間にお ける公民館や団体サT クル 活動及琵個人

学習の 獵会 をふ くめ て 学 習活 動 へ ど うか か わ っ て きた か

につ V｝て、参加動肉を点検 して み た。そ こ で明らか に な

っ た の は ．学習活動 へ の 参加 経駿が あ る者 は全 体 の 53，4

％で あ っ た こ と．しか もこ こ で は 中学生、高校生、公務

員の 参加経馳者が 7 割を超え、ほかの 職業ではとくに 展

業者が、世代的に は 40代層が と もに半数を解えるだけで、

そのほ かは 半 数 をは る か に割 っ て い る。とくに バ ート主

婦の場合は 35．9％ となっ て い 6． ．

〔2｝過去 1 年間の 学習活動内容 ，

　学 習活 動 で と く に注 目 され るの は 、  「ス ポーツ 亅

（63．9％ ）．、 「趣味 ・芸術 ・けい こ ご と J （55．9％ ｝に

関す る もの が圧倒的 に多 く、次 いで   「職羃上の 知識 亅

（35．7％）に関す る もの 、  「家庭
・
日常生 活 」 、 「教

養 」、 「育児 ・子供の 教 育 J 、．「ボ ラ ン テ ィ ア活 動 」 、

「地 域 問題 」 とな っ て い る．この ホうに地域住昂学習と

しては、どちらか とい うと 内容的；；ソ フ トな学習部門

偲 味 ・4Pt一ツなど ）へ の 参加が多く・魍 住民 が旦

常生活の なかで 求め ている生活要求や 地博課題 につ 」
．
Xて 、

また 高齢化時代 に 対 応す る人生の 生活設計や生きがい 学

習な ど、い わば ハ ードな学 習 部 門 へ の 参 加 が稀 薄 に な つ
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て い るこ とが特徴で あ る。家庭生活 ・地域生活 と密接に

結びつ い て い る女 性、主 婦 層は 比較的ハ ードな学習関心

を抱い て い るが、男 性の 30代層 以下で は学習へ の 関心 も

機会も低 い こ とが不活発な特徴 と して 注 目 され る。また

見落とせない の は 、ボラ ン テ ィ ア活動、地域問題な どが、

中学 ・高校生 に低く、と くに高校生 の 場合、ボラ ン テ ィ

ア 活動 ｛5．T％ ）や 地域 問題 （ 1，9％ ）へ の 関心は きわ

め て 薄い 。

　以上 の よ うに 、地域と密接に結 び つ い た学習課題 に 関

心 が薄 い とい うこ と は 、地域 へ の 襲 着心 が育 た ず 、地 域

の 活性化に も結び つ き難 い 。行政社会教育事業がい つ も

「人集め 」 を気にするあまり、た えず趣味 ・
ス ポーツ な

ど ソ フ トな もの だ け をプ ロ グ ラム に した が る傾 向 が強 い

が、もっ と現実の地域社会で 生起 して い る住民の 生活課

題や地域の 解決課題に つ い て、学習活動の 質を高め て い

くプ ロ グ ラム に転換が 図 られ て い い 段階に来て い るの で

はな か ろ うか 。

〔3〕学 習活動の 方法

　 さて以上の 学習活動 を どの よ うな方法で お こ なっ て き

た か につ い て は、 「同好の 人の サークル や グ ル ープ 活動

な どで 」 （24，9％ ）、 「役 所 ・公 民 館な どの 講 座 ・行 事

などで 丿 （t3．7％）、 「本やテ レ ビ ・ラジ オなとの 利用

で 一人 で 」 （11．7％ ）が ペ ス ト 3 とな っ て い る。以 下

「高校 ・
．k学などの 公開講座で 亅 、 「個人的 に先生につ

い て 」 、 「職場
・
農協

・
商工 会な どの 研修で 」 と続い て

い る．もちろん この 学習活動の 方法は、内容に よっ て異

な っ てお り、た とえば 「ス ポーツ 亅 に関するもの は 「同

好の 人の サーク ル やグル ーア 活動 亅 に 対応し、「趣味 ・

芸術 ・けい こ ご と」 は 「テ レ ビ ・
ラジオなどJ で 「個人

的に 先生 に 付い て 亅 に対応 し、 「職業上 の 知識 」 に闃 し

て は 「職場 ・農協 ・商工 会な どの 研修 で 」 に それ ぞれ 対

応 して い るこ とが うか が わ れ る．

　（4〕学習活動の 契 機

　 学習活動 をは じめ た きう かけは、 「前からや りた い 気

持ち を 持っ て い た か ら亅 が 55．0％ と多 く、次 い で 「仕事

や 生活の た め に必要だから」 （36。1％ ｝、 「時間の ゆと

りが で きた か ら 亅 （29，8％ ）、 「知人や家族 か ちすすめ

られ た か ら亅 （22．8％）、 「場所が 便利 だ か ら 」 （20．0

％ ｝、 「仲間がほ しか っ た か ら 亅 （18．6％）とな っ て い

る。
「市町村の 知 ちせや 新聞などで知 っ た 」 は 6，5％に

すぎず、社会教育行政か らの アプ ロ ーチ が 住民に 浸透 し

て い ない こ と が わか る ．また、学 習活動へ の 参加 の き っ

か けに つ い て 専業主 婦につ い て み る と、 「前か らや りた

い 気 持ち を持 っ て い たか ら J が 7 割を超え、 「時間の ゆ

と りがで きた か ら 亅 が 半 数 を超 して い る。専業 主 婦 の 学

習活動へ の 参加パ タ
ー

ン は、活動をや りたい 気持ちを持

っ て い て 、子育て が
一

段落して 時間の ゆ と りがで きた と

こ ろに 、広報や 知人か ちの 情報、家庭か らの 進め な ど を

きっ か け に参加 した とい うケー
ス が 多 い 。 また、注目 し

なければならない の は主婦 （とくに パ ー・ト主婦 ）、自営

業者、高校生 の 場合、 「仲間が ほ しか っ たか ら 」 とい う

の を きっ か け と して あげ て い る者が非常 に多 い こ とで あ

る。い ずれ も時間的 な 余裕 が なく、人 閻 関 係が 稀 薄 な 状

態 に ある こ とが うか がわれる。

〔5）学 習活動の 効果

　掌習活動をして い て、ため にな っ た こ とは 「必要な知

識 ・技術を高 め られた 亅 （61．3％ ）、 「新しい 伸間がで

きて、人間関係が広まっ た」 （57．8％｝、 「学習や活動

の 楽 しみ が わか っ た 」 （45．4％ 1 、 「働くほ か に生 きが

い を もて た 亅 （31．5％ ）、 「生 活 をよ くす るた め に役立

っ た 」 （26．3％ ）、 「地域の 活動に捗 加 で きる ように な

っ た 」 （14．9％ ）、 「必要な資格が得 られた 亅 （12．4％）

の 順に な っ て い る．学 習 活 動 の き う か け を聞 い た とこ ろ

で は 、 「仕事や 生活の た め に 必要だか ら 」 と い う回答 が

多か っ た が、これ は 「必 要な知 識 ・技術を高め られた 」
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や 「必要な資格が得られ た 」 につ なが り、同じ く活動の

きっ か けで 「仲間 がほ しか っ た か ら亅 は18．6％ で あ っ た

がこ活動の 効果で は 5T．8％ の 者が 回答 し、学習活動効果

が非常に 高か b た こ とを示 して い る。
1
’　　

層

　性別では 、・男性が 「必要な知識 ・技術を高め られ た 」

や 「必要な資格が得 られた 」 など職 業 に 結びつ い た 実利

的効果をあげた者が多い の に対し、女性は 厂新しい 仲間

ができて 、人 間関係が 広ま う た 亅 や 「学習や 活動の 楽 し

み がわか っ た 亅など ソ フ ト面の 効果 を あげて い る者が 多

い 。また 世代的に は 年齢階層が 高くなるに つ れて、知 識 、

技能 、資 格 な どハ ード面の 効果 よ り、仲間づ くりや 生き

がい とい っ た ソフ ト面 の 効果をあげ る者が 多くな っ て い

る ．さ らた職業別で は、地域 に生活 ・生 産 の 基盤 を置 い

て い る農業、自営業、主婦が、地域活動や 生活改善志向

へ の 効果が 高 ま っ た こ と をあげて い る。

（6〕過去 1年間、学習活動に 参加しなか っ た理 由

　次に過去 1 年間、学習活動に 参加 した こ との ない 者の

不参加瓊由をみ る と、 「必要性を感 じ七い な い 」 とい う

回答は 9．2％にすぎず、 「特 に理 由はない J （45，1％）

が最も多くなっ て い る。こ こ で注目 した い の は 「学習活

動をしたい と思い ながら実行できなか っ た 亅 とい う不参

加理 由を あげ る者が 3．0．3％い るこ とで ある．とくに30代、

40代、50代の 女性に多くな っ てい る。こ れは、意欲はも

っ て い る が、何らか の 障害の ため 学習活動に参加で きな

い で い る こ と を示 唆 して い る。

a．自己の 生活をとりか こ む阻害要因

　こ こで は 、前述 の不 参加 理 由で 「特 に理 由は な い 亅 、

「学習活動をした い と思 い ながら実行で きなかう た 」 と

回答した 者 の 阻害要因 を明 らか ‘三した い 。それ に よ る と、

「忙しくて 時間がない j （45．3％ ）が圧倒的に 多く、次

い で 「捗加 した 経験が ない の で 、参加す る こ とが 不安だ 」

（15．0％ ）L 「同好の 仲問がい ない 」 （10，1％ ｝とな っ

て お り、以下 「幼児や 年寄 りの 世話をして くれ る人が い

な い 亅 、 「家族や自分の 健康上の問題か ら参加できな

い 」 、 「家族や 職場の 人な どの 理 解 や 協力が 得 ちれ な

い 亅 、
「皆と一

緒に学習活動がで きるかが心配だ 」、

「前に参加 した と き、いや な経験や 役に立たなか っ た思

い 出があ る 」 と続き、い ずれも 5％ 以下 とな っ て い る。

　属性 に よ る特敬は 、職業別で 顕著に現れ、就業者 は

「忙しくて 時間が ない J が多く、中学 ・高校生は 「参加

した経験が ない の で、参加するこ とが不安だ 亅 が、さち

に 専 業 主 婦 は 「幼 児 や 年寄 りの 世 話 を して くれ る人が い

ない 」や 「家族や 自分 の 健康上の 問題かち参加 で きない 」

が 多く、パ ート主婦は 「家族や職場の 人などの 理解や協

力が得 られ な い j と い う阻害 要 因が 相対 的 に多 くな っ て ・

い る．また、高校生、パ ート主婦は 「同好 の 仲間 が い な

い 」 が 多くなっ て お り、前述 した 活動 の 契機で 「仲間が

ほしか っ たかち 」

』
とい う回答に対応して い る。

b．学習活動過 程に お ける阻害要因

　こ の 阻害要因としては．、まず 「 どこでどんな行事や 講

座をして い るの かわからない 」 が36．9％と最も多く、次

い で 「自分の 希望 に合う講座や行事がない 亅 ｛19，0％｝、

「講座や行事などの 日時が適当でない 亅 （IB．1％ ）とつ

づ き、 「適当な指導者がい な い 亅 、 「お 金がか か りす ぎ

る」 、 「交通に時間がかか りすぎる」 を障害として あげ

た者は 2 ％ 以下 にすぎない 。以上の ような阻害要因を総

合す る と、活動意欲は あるが、どこ で ど うい う活動が な

され て い るの か わ か らな い た め に 、参加 で きない で い る

者が非常に多い とい うこ とがわかる．こ れは 1 つ に は情

綴 が 不足 して い るため に 起 こる 同組 で あ り、2 つ に は人

間関係が稀簿で あるため 、声をかけてくれたり、誘 っ て

くれ る人 が い ない た め に 起 こる悶題 で あ る．と くに 世代

的に は高校生、20代、瞰業で は専菜主婦に 「どこ で どん

な活動 を して い るの か わ か ちない J をあげ て い る者が多

い 。　
’
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皿　地域住民の 学習ニ ーズの 分析 と方法

（1｝地域住民の 学習ニ ーズ

　地域住民 の学習活動へ の 参加状況 は 「参 加して い る 」

が 約 半 数 ｛53．4％ ｝で あ っ た 。今後 の 学 習活 動 意欲 に つ

い て は、地域住民 の 了2．8％ が意欲 を もっ て お り、と くに

女性に多か っ た。この うち 「ぜひ学習活動を続けて い き

た い 」 が29．1％で 、中学 ・高校生 に多くな っ て い る。し

か し、前述の 過去 1年間の 参加状況が 半数以上あっ た こ

とを考 え る と、この 継続韋志は必 ず し も高い とは い い 難

い 。こ の原 因 と しては 、  学 習活 動 の 内 容 が単 発 的 で あ

る こ と　  学 習活動の 内容が、家庭生活、地域生活およ

び個人の 生きがい を高め て い くため の 必要課題、い わば

自発的 に
凵
集ま っ て くる 型

”
の 学習 内容が充 分 で あ る と

は い えず ．
”
集 め られ る型

”

の 学 習活 動内容が主 流をな

して い る こ と　  自己 の 生活 を と りか こ む 阻害 要因が 大

きい こ と、な どが あげ られ る。

（2〕学習活動の 内容に 対する希望

　希望する学習活動内容を、．a，職業活動に関す る こ と

b．家庭生活に関す るこ と　c．地域社会づ くりに闃するこ

と　 d．教養 ・趣味に関するこ と　 e．ス ポーツ 活動 に関す

るこ と、の 5つ に分け、それぞれの 希望内容を聞い た 結

果、　 a．瞰業活動に 関する こ とで は 、 「ワ ーア ロ ・タイ

プ ・速記 亅 、「電気
・
電子 ・コ ン ピ ュ

ーター
」 が 圧倒的

に 多 く、と くに男性で 若い 世代ほ ど多くなっ て い る．b．

家 庭 生 活 に関 す る こ とで は、男 性の 半 数以上が 無回 答で

関心は薄く、女性で は 「洋裁
・
和裁 ・

着付
・
編物 ・手 芸 」

や 「調理 ・栄養 ・食品 亅 に関す る もの が多い．．ただ50代

以降は 「健康 ・保健衛生 亅 へ の 関心が高 く、e．れ が 第 1

位とな っ て い る．c，地域社会づ くりに 関す る こ とで は、

「地域の 人 との ふ れあい や連帯の 活動 」 、 「生活珮境の

同題 亅、 「障害者などへ の 奉仕活動 亅 L
「地域の 教育問

題や文化活動 」 、「地域の 産業や圃発問題 」 の 噸に なっ

て お り、 「地域の 産業や開発間琴」 以外はい ずれ も女性

の 方が 多 くな っ て い る．と くに 「障害者な どへ の 奉 仕活

動 亅 は男性 10．4％に対 し、女性は27．8％で 男女の 差が大

きい 。また 、中学
・
高校生に もこ の 「奉仕活動 」 が 多く

な っ て い る。この 奉 仕 活 動 に つ い て は．現在 まで の 学 習

活動の実態 と今後の 希望 との 間に ギャ ッ プ がみ られ る．

d．教養 ・趣味に 関するこ とでは、 「音楽
・
絵画

・彫刻
・

陶芸 ・工 芸 ・書道 ・写真 」 がい ずれ の 階眉 と も第 1位で 、

第 2 位は 「外国 語 亅 とな っ て い る。この 「外 国 語 」 は 男

女 ともに 30代以下 の 若い 世代に 多い 。e，ス ポー
ツ 活動 に

関す る こ とで は、 「ソ フ ト
・バ レ

ー・
テ ニ ス

・ゴル フ
・

ゲ
ー

トボール な どの 球技亅 が 半数以上で、 「陸上 ・水泳

・ジ ョ ギ ン グな どの 個人ス ポ 〒 ツ 」 、 「釣 り・登山 ・キ

v ン ア な どの 野外ス ポ ーツ 」 と続 い て い る． 「球技 」 は

20代以下の 若い 世代 に と くに 多 くな っ て い る．

　以上は 、住民 の 学習部門の それぞれ につ い て 聞い た結

果 で あり、5項 目の 部鬥間の 希望 ウエ イ トは 明 らか にな

っ て い ない 。 しか し、無回答 の パ ーセ ン テージが関心の

度合 い で あると仮定 した場合．パ ーセ ン テ
ージの 低い も

の か ら順にな らべ る と、d．教 養 ・趣 味 に関 す るこ と→ e．

ス ポー
ツ 活動 に関す る こ と→a．職業活勤に 関するこ と→

b．家 庭 生 活 に 関す る こ と → C，地域社会づ くりに 関す る こ

と 、と い う順 に な っ て お り、希望活動内容 に お い て も

“
集め られる型

”
の 学習部門へ 関心が 流れ て い る と い え

よう．それ ぞれ の 学習 部 門がバ ラ ン ス を保 つ よ うな方 向

にプ ロ グ ラム を編成す るため に は、学習部門の ウエ イ ト

を む しろ c →b →a の ようなハ ードア ロ グ ラム の 方向に

置 く、お もい きっ た 転換を 図 っ て い くべ きで あ ろ う．そ

の 場合、ハ ードア ロ グ ラム の希望内容にも現れてい るよ

うに、柱、年齢、臓業などの 階層 に よ っ て 大きな差異が

み られ る．した が っ て 学習 参加 者 に 対 して プ ロ グラ ム 効

果 をね ち うな らば、内容縞成 の うえで は  全住民を対象

とす る もの 、  「青少年 と婦人 亅 、 「青少年 と高齢者」
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とい うような 2 つ 以上の関 連 階層 を対象 とす る もの 、 

活 動 内 容 に よ り卓一
階層 を対象に したほ うが効果が 期待

で きる もの ．な どの よ うに学習の hらい に よっ て 区分別

的に考えて 編成して い く こ ヒが 効果的の よ うに 考えられ

る．従来 どち らか と い うと、対象 が単一
階層の み に 傾い

て い た 傾向を見直 しご活動内容に よっ て対象範囲を拡げ

るこ とが 、ハ ード7 ロ グ ラ ム ベ の 接近方向 と して 重要 で

あろ う。

〔3）学習活動の方法に 対する希 望

　 地域住民 が学習活動ニ ーズ を満た すの に ＃ 望 して い る

方法は 、．〔同好の 人の サ
ークル や グル

ー
ア 活動で 亅 （43

．9％ ｝、 「県 ・市 町 村 ・公 民 館 な どの 講 座 ・行 事 で 亅

　（

』
38．0％ ｝、 「自宅 で 亅 （11．6％ ｝、「職 場 ・農 協 ・商

− 会 な どの 研修で 」
’
（11．T％ ）、「民 冏で 行う講座、行　　　　　　レ

事で 亅 （11．2％ ｝、 「本やテ レ ビ ・ラジオ などを利用 し

て
一

人で 亅 （11．1％ ｝などで あ り、サークル や グループ

活 動 、公 共 団体の 講 座や 行 事 を希 望す る住 民 が 多 い ．性

別で み る と、希望する学習活動方法 に男女間の差はほと

んどみ ちれない が、男性には 「職場 ・農協 ・商工会など

．の 研修で 」 、女性に は 「掲人会 ・老人 会 ・PTA な どの

団体活動 で 亅 の希望 項目が多く、生活に 密着した 場で の

学習 活 動 を望 ん で い る．．年齢別 に希望す る学習方法 をみ

る と、年齢 に よっ て 大差はみ られない が、高校生、20代

とい っ た比較的年齢の 若 い 層は 「同好の 人の サ
ークル や

グ ル ーア 活動 」 を、30代以上 の 比 較的 高 年 齢 層 は 「県 ・

市町村 ・公民館な どの 講座 ・
行事 亅 を希 望 して い る．低

年 齢層 は 、同好の 人が私的 に 集 ま っ て 気楽 に学 習活 動が

で きる方 法を求め て お り、高年齢層は 公共 団体が 用 窟 し、

参加を募 る場 で の 学 習活動を期待 して い る傾向がある．

．｛
4｝行政社会教育事翆に対す る期待

　行政社会教育機関の代表的な市 民学習施設として公民

館があ るが、こ こ で 実旋される学習活動の 内容や方法 に

つ い て の 期待 と して は 、施設面 の 要望は意外に 少なく、
．

企画 ・
内容

・
方法 ・運営などに関する要望が割合に高い 。

と くに t学習活動 の 内容
・
檄会や方法な どをもっ と知ら

せて ほ しい 」 ｛31．4％ ）と い っ た 情 報提 供 機能 の 充実、

あるい な 「夜間や休 日に 開催して ほ しい ゴ （31．4％ ｝と

か 「講座や行事などを身近かなとこ ろで開 い て ほしい

．
亅

（2B．T％ 1と い っ た事業実施の 時間や場所へ の要望が 多

い 。以上 の こ とは学習参加へ の きっ か けに つ なが る もの

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
」
1

で あり、これ を望 む声が 強 い ゼ さ ちに 「学習活動の 種類

や 内容を増 や してほ しい 1 （25．0％ ｝、 「どんな学習を

した い か、も っ と住 民   要 望 を聞 い て ほ しい コ 〔23．2％ ）

など学習活動 の 内容に閑する もの が 続巨て い 6．性別で

は、男 性 は 学 習活 動の 内容ド対す る票望が 多 く、女性は

学習機会の 条件 に対する要望が強 い の が 特徴とな っ て い

る。

　最 も要望 の 多 い 、櫨 報 提 供撮能の 具体的内容 に つ い て

は 、
．

「い つ 、どこで 、何をや っ て い るの か 知 りだい 」

’

（62．
’
0％ 工が圧倒的に 多く、以下 「申し込み方法 ・費用

・条件 ・ ・ fuas ・櫛 者の 選択 と雌 ’
・「舗 の と

り方 亅、 「クル ーア ・団体の 活動内容 i、 f学習や 活動

のしか た 」 と続 い て い る。　　 ．

　以上の こ とか ら住民の 学習セ ン タ
ーと しての 公民蝣は ．

全住民 につ い て学習課題別 に よ るア ロ
’
グ ラム の 質 的 充実

に力をい れて い くとともに、地域に お け る多様な団体 ・

サークル 活動の 動向 と、
．
それ ぞれ．の 活動の 正確な情報を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

知るため の ネ ッ トワ
ーキ ン グ を生涯学 習シ ス テ ム の なか

に構築 し、それ を住民に積極的に 提供 して い く こ とが期 ．

待 され る・そ して fn以上に 眠 が学習 渤 を麟 し

そい くうえで は、行致俵存型に 安住する こ となく、学習

主体者が住民 であるこ との 自覚 を高め 、住 民主体の 学習

活動を自発的に強化して い くこ とが鴻望されて．
い るとい

える ．

4

一 51 一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


